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注 ( )内 は箱当 り収繭量 を示す。

条桑をつくり給与すると条桑育に比べ 15¢ 程度労働

時間が節減 される。 切断長 を 15“ とすれば繭重の軽

量化防止となり,ま た暖房効果が高いので自然上族の

登族率も良好であった。

5 経 済 性
ユニット曖房機械化体系における上繭 1″ 当 り生産

費は 1509円 であり, 1時間当 りの労働報酬 を 250円

以上菫むならば 1.600円 以上の繭価で採算が引き合 う。

なお燃費について蚕舎曖房 と比べると65¢ に節減 さ

れる。

今後の問題 としては,本装置を直接露天に設置する

と耐風性に欠ける点がみられるので,こ の点 を改善す

れば普及性はきわめて高いと考えられる。

山間高冷地における桑の葉質と蚕児の発育について

深 瀬 悦  男・ 中 島 栄一郎
(山形県蚕業試験場 )

1ま え が き

山形県内の農業構造改善事業などによる新養蚕団地

はほとんど山間高冷地に多 く造成されているが,こ れ

らの地帯では作柄が不安定で,その一因は不結薦蚕お

よび死ごもり蚕などの発生が多いからであると言われ

ている。 しかしなが らそれ ら作柄不安の原因が何に基
因するものかは不明である。

そこで昭和 48年 に石井 等 (山形県蚕業試験場 )が

桑素の発育特性ならびに飼育環境,技術の面からその

原因を究明するため,山間高冷地 と平坦地 との間で桑

葉ならびに蚕児を3令から交換 しあって飼育試験を行

なったところ,化蛹歩合が,山間高冷地の桑 を給与 し

た場合,平坦地の桑 を給与 した場合より低い傾向が認

められたことを報告 している。

筆者 らは,山 間高冷地の桑 と平坦地の桑に,蚕児の

発育に影響 し,か つ作柄に影響するような葉質の差異

があるかどうかを比較するため,蚕児の就眠性利用に

よる葉質判定試験ならびに,あ わせてそれ らの桑葉を

用いて飼育試験 を行なった ところ,二,三の知見が得

られたので報告する。

なおこの試験は農林省総合助成の不結繭蚕・繭中ヘ

い蚕の防除技術確立試験 (昭和 48年～昭和 50年 )

により,福島県蚕業試験場,宮城県蚕業試験場 と行な
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っている共同研究め一部である。             2 飼育試験

(D 試験場所
2試 験 方 法

山形県蚕業試験場

4 1令 蚕児の就眠性利用による葉質判定試験      (2)供 試 桑

0)試験場所                    葉質判定試験 と同 じ桑 を2日 に一度採桑 し貯蔵 しな

山形県蚕葉試験場キャリア蚕室 (28C)      がら給与 した。

●)供 試 桑                    131 供試蚕品種・頭数・掃立月日

平坦地桑 山形県桐山市糖岡・山形県蚕業試験場ほ   掃立月日・ 蚕品種は山間高冷地の一般飼育蚕と同一
場桑                         にした。

山間高冷地桑 西村山郡朝日町水本・ I養蚕共業組   春………郡華×芳春 5月 31日
合は場桑 標高 480π                  初秋¨―秀月X郡秋  7月 18日

131 供試条件                    晩秋……秀月X郡秋  8月 24日

平坦地桑・山間高冷地桑 とも 5令用桑で,農林省蚕   4令 起蚕 1区 2,∞ 0頭 あて供試
糸試験場竹内等 (1964)の 蚕の就眠性利用による葉質    (41 試 験 区
判定法により葉質判定 を行なった。           平坦地区 4令起蚕より平坦地桑給与
蚕種 山形県蚕業試験場で製造・催青 し同 日に孵化   山間高冷地区 4令起蚕より山間高冷地桑給与
した蟻蚕を 1連 ●05,使用 した。             滉 合 区 4令起蚕より平坦地桑・ 山間高冷地桑 を
用桑 平坦地桑・ 山間高冷地桑 とも春は剣持掃立前  各給桑時の給桑量の%ず つまぜて給与
日採 り,初・晩秋は改良鴬返掃立当日採 りの条桑の最   なお各試験区 とも 1～ 5令までは同一取扱いで飼育
大光葉より下の混葉を用いた。            した蚕児を用いた。

飼育容器 縦 25",横 16", 高さ5"の プラス
3試 験 結 果チック製ふた付食品パ ット内に防乾紙 を敷 さ,ま わり

にぬれ新関紙で補湿 し,上に防乾紙 をかぷせ,ふたを   1 1令 蚕児の就眠性利用による業質判定
して食桑時・ 絶食時 とも常暗で飼青 した。         各蚕期 とも山間高冷地の桑が平坦地の桑 より葉質が

なお各供試桑 とも 2連制で実施 した。        劣っていることが明らかで, しかも絶食開始時の 100
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注.各給与桑区とも 2連制で行なったその平均値である。
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頭体重はほとんど差がなく,む しろ山間高冷地桑給与

が重い場合があったにもかかわらず就眠歩合は低かっ

た (第 1表 )。

第 2表  飼 育 成 績

2 飼育成績
飼育経過は,各 蚕期とも差異は認められなわった (第

2表 )。
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化蛹歩合は,令 をかさねて給与するほ ど葉質の差異
による差が出ることを,農林蚕試竹内等は報告 してお

り,山形蚕試石井等が飼育試験 を行なった時には 3令

起蚕 より行なっており,今回は 4令起蚕からであるた

めか,春初秋については若千山間高冷地が低いが,晩

秋には逆で,ま た,各蚕期 とも混合区が最も高 く,給

与桑による影響は明確には認 められなかった。

全繭重・繭層重は明らかに平坦地区が最 も重 く,混

合区,山間高冷地区の順で,就眠性利用による葉質判

定の結果 と一致 した。

1万頭当 り普通繭収量は,化蛹歩合と全繭重・繭層

重とのかねあいからか,こ の両者の中間の傾向を示 し

た。

以上のことから,山間高冷地の桑の葉質は劣ってお

り,特 に全繭重・繭層重に影響 し,今回は蚕の健康度

としての化蛹歩合については明確な影響は認められな

かった。

なお今後山間高冷地の桑の葉質について,桑の発育

特性,品質,年次変動などの面から検討する必要があ

る。

稚蚕用人工飼料の保存日数が作柄におよぼす影響について

生 沼 俊 夫・ 小 野  賢二郎
(福島県蚕業試験場 )

1ま え が き

近年,蚕の人工飼料にBUす る開発研究は,め ざまし
いものがあり,そ の飼育についても実用化を検討する

段階 となっている。そこで筆者 らは調製された稚蚕人

工飼料の保存日数が蚕作におよぼす影響について A・

B2種類の飼料 を10～ 12Cで それぞれ冷蔵 したも
のを用いて,飼育におよぼす影響を調査 した結果 2・
5の知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

試験実施時期は昭和 49年 の晩秋蚕期で, 供試蚕品

種は錦秋 X鐘和を用いて,各 区 1万頭とした。供試飼

料は A・ B2種類で,飼料の組威は次のとおりである。
A飼 料は桑葉粉末 30¢ ,大豆粉末 30¢ ,澱粉 2¢ ,

砂糖 8¢ ,K・ ●フロック 181¢ , 寒天 5%,その他
6種類が含まれている。 B飼料は桑葉粉末 25¢ , 動

物性蛋自質 20¢ , ヒマワリ粕 5¢ , トウモロコシ加


